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い
ま
市
役
所
は
　
こ
ん
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
重
点
誘
致
対
象
分
野
を
絞
っ
た
企
業
誘

　
致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
若
者
の
島

内
定
住
、
雇
用
創
出
な
ど
を
促
進
す

る
た
め
、
対
馬
の
自
然
形
態
を
著
し

く
変
え
る
こ
と
な
く
、
対
馬
の
自
然

と
調
和
の
取
れ
た
分
野
、
農
林
水
産

業
関
連
、
ホ
テ
ル
産
業
関
連
、
情
報

通
信
関
連
を
重
点
対
象
分
野
と
し
て
、

効
果
的
な
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

②
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
事
業
を
確
立

　
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
し
ま
す
。

　
地
域
と
行
政
の
架
け
橋
的
役
割
と

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
諸
問
題
解
決

の
支
援
を
行
う
た
め
、
市
職
員
が

「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
、

地
域
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

で
き
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
事
業
、

　
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業
に
よ
り
起
業

　
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
や
民
間
主
導
に
よ
る
地
域
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
意
識
の
啓
発
、
雇
用
の
面

に
お
い
て
も
一
定
の
効
果
を
目
指
し
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
資

源
を
活
用
し
た
起
業
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
振
興
事
業
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
所
得
の
向
上
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
資
源
の
活
用
等
に
よ

る
起
業
や
新
商
品
開
発
事
業
に
対
し

て
、
費
用
の
一
部
を
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

応
援
事
業
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

④
第
２
次
対
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策

　
定
し
ま
す
。

　
21
年
度
で
対
象
期
間
が
終
了
す
る

行
革
大
綱
及
び
そ
の
実
施
計
画
の
評

価
・
検
証
を
行
い
「
ア
ジ
ア
に
発
信

す
る
歴
史
海
道
都
市
対
馬
」
の
実
現

に
向
け
、
更
な
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
る
た
め
第
２
次
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

⑤
外
郭
団
体
経
営
改
革
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

　
を
策
定
し
ま
す
。

　
市
の
外
郭
団
体
の
う
ち
、
経
営
が

著
し
く
悪
化
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ

る
外
郭
団
体
を
幅
広
く
対
象
と
し
て

所
要
の
評
価
・
検
証
を
行
い
、
外
郭

団
体
経
営
改
革
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
を

策
定
し
ま
す
。

①
体
験
型
観
光
の
推
進
と
宿
の
連
携
に
よ

　
る
誘
客
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
人
が
も
て
な
し
、
自
然
に
感
動

癒
し
の
島
づ
く
り
」
を
目
標
と
し
て
、

民
泊
（
農
林
漁
業
体
験
民
泊
）
施
設

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
お
も
て
な
し

の
宿
を
柱
と
す
る
「
食
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
を
実
施

し
ま
す
。

②
地
場
産
品
の
更
な
る
消
費
拡
大
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

　
島
内
食
フ
ェ
ア
を
企
画
し
、
地
産

地
消
と
島
内
流
通
体
制
の
構
築
を
図

る
た
め
、
商
品
開
発
・
販
売
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人

口
・
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
島
内
食

フ
ェ
ア
の
開
催
に
向
け
、
観
光
物
産

協
会
と
連
携
し
、
対
馬
情
報
誌
の
作

成
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

③
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
韓
国

　
と
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
厳
原
港
ま
つ
り
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
、

国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬
、
対
馬
ち
ん

ぐ
音
楽
祭
な
ど
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
支
援
を
は
じ
め
、
韓
国
内
全

土
に
向
け
た
対
馬
の
観
光
情
報
発
信

・
誘
客
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
韓
国
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
草
の
根
交
流
を
促
進
す
る

た
め
、
韓
国
語
講
座
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
事
業
な
ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

④
新
規
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
発
し

　
ま
す
。

　
「
北
の
玄
関
口
」
で
あ
る
上
対
馬

地
域
に
お
け
る
韓
国
人
観
光
客
の
滞

在
時
間
の
延
長
並
び
に
宿
泊
客
の
増

加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
北
部
対
馬

独
自
の
自
然
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
を
行

い
ま
す
。

対
馬
市
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、
そ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
行
動
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
に
各
部
署
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
公
表
し
ま
す
。

一
　
地
域
再
生
推
進
本
部�

二
　
観
光
物
産
推
進
本
部�
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⑤
福
岡
に
お
け
る
対
馬
の
認
知
度
を
高
め

　
ま
す
。

　
主
た
る
商
圏
で
あ
る
福
岡
に
対
し
、

対
馬
の
魅
力
や
商
材
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
一
定
の
広
告
料
を
支
払
っ
て

高
い
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア

へ
の
露
出
を
重
ね
ま
す
。

①
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
（
対
馬
市
Ｃ
Ａ

　
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業
）
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
最
終
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、

厳
原
町
の
市
街
地
地
区
世
帯
へ
の
引

込
工
事
及
び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
世
帯
へ

の
告
知
端
末
機
設
置
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

②
入
札
契
約
制
度
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　
常
に
入
札
契
約
制
度
の
検
証
を
行

い
、
公
正
性
の
確
保
、
客
観
性
・
透

明
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
更
に
本

年
度
は
各
部
署
で
実
施
し
て
い
る
定

例
的
な
入
札
や
随
意
契
約
の
検
証
を

進
め
、
共
通
理
解
に
よ
る
入
札
契
約

制
度
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

③
財
政
状
況
の
適
切
な
開
示
に
努
め
ま
す
。

　
財
政
状
況
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
情
報
を

適
宜
公
表
し
、
相
互
理
解
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
啓
発
活
動
を
行

　
い
、
寄
付
金
募
集
を
強
力
に
推
進
し
ま

　
す
。　

ふ
る
さ
と
「
対
馬
」
に
お
け
る
地

域
の
特
性
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
活
用
し
て
い
く

た
め
「
が
ん
ば
れ
国
境
の
島
対
馬
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
い
、
寄
付
金
募
集
を
強

力
に
推
進
し
ま
す
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策

　
定
し
ま
す
。

　
対
馬
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

基
本
計
画
を
策
定
し
、
空
洞
化
し
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
島
内
各
地

域
の
拠
点
整
備
に
関
す
る
指
針
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

①
海
山
等
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
活
動

　
を
推
進
し
ま
す
。

　
韓
国
の
大
学
生
と
市
民
と
の
共
同

に
よ
る
海
岸
清
掃
や
「
こ
ど
も
海
ご

み
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
を
支
援
す
る

こ
と
で
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

②
各
主
体
が
連
携
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
、
ゼ

　
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
ご
み
堆
肥
化
活
動
の
一
環
と
し

て
「
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト
」
等
を

開
催
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
支

援
、
生
ご
み
減
量
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
実
施
、
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ッ
ク

の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化

を
推
進
し
ま
す
。

③
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
お
客
様
に
積
極
的
に
声
を
か
け
て
、

該
当
窓
口
へ
ご
案
内
す
る
な
ど
、
利

用
し
や
す
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

ま
す
。
　
ま
た
、
本
人
確
認
が
必
要

な
業
務
の
内
容
を
市
報
等
で
周
知
し
、

窓
口
で
の
混
乱
・
混
雑
を
解
消
し
ま

す
。

④
市
税
滞
納
者
へ
の
対
策
と
し
て
滞
納
処

　
分
を
強
化
し
ま
す
。

　
厳
正
な
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
た

め
、
積
極
的
に
財
産
調
査
、
預
貯
金

調
査
な
ど
を
行
い
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

に
よ
る
車
の
差
し
押
さ
え
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
よ
る
税
収
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
福
祉
窓
口
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

大
き
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
窓
口
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

目
指
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

②
対
馬
市
食
育
推
進
計
画
（
対
馬
市
地
産

　
地
消
推
進
計
画
含
む
）
の
策
定
及
び
食

　
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
対
馬
市
の
豊
か
な
農
林
水
産
物
や

伝
統
的
な
食
文
化
を
活
か
し
つ
つ
、

市
民
運
動
と
し
て
食
育
を
推
進
し
、

生
涯
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
関
係
各
課
と
の
横
断
的

な
連
携
の
も
と
「
対
馬
市
食
育
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
実
践
し
ま
す
。

③
市
民
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
19
年
度
に
策
定
し
た
対
馬
市
特
定

健
診
・
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
受
診
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

①
「
対
馬
し
い
た
け
復
活
プ
ラ
ン
」
に
基

　
づ
き
、
し
い
た
け
の
生
産
・
需
要
の
拡

　
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
し
い
た
け
生
産
団
地
や
施
設
機
械

等
の
整
備
に
よ
る
生
産
拡
大
や
作
業

路
の
開
設
に
よ
る
効
率
的
な
生
産
を

目
指
し
、
「
対
馬
し
い
た
け
」
の
宣

伝
活
動
を
通
し
、
需
要
拡
大
に
つ
な

げ
ま
す
。

②
「
対
馬
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基

　
づ
き
、
農
林
産
物
の
鳥
獣
被
害
の
防
止

　
に
努
め
ま
す
。

　
20
年
度
に
策
定
し
た
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
基
づ
き
、
農
林
産
物
の
鳥

獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
今
年
度

三
　
総
務
企
画
部�

四
　
市
民
生
活
部�

五
　
福
祉
保
健
部�

六
　
農
林
水
産
部�
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は
３
９
，
３
０
０
ｍ
の
防
護
柵
を
設

置
し
ま
す
。

③
漁
場
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
磯
焼

　
け
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
藻
場
の
造
成
と
併
用
し
、
食
害
駆

除
を
大
々
的
に
実
施
し
て
い
く
よ
う

関
係
機
関
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、

海
藻
に
必
要
な
栄
養
分
、
海
水
の
成

分
検
査
等
の
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

④
公
共
工
事
の
早
期
発
注
、
早
期
完
成
に

　
努
め
ま
す
。

　
公
共
工
事
の
早
期
着
工
に
よ
り
、

市
の
経
済
流
通
の
初
動
を
促
進
し
、

市
民
生
活
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
完
成
に
よ
っ
て
市
民
の

生
活
基
盤
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

⑤
農
地
・
農
業
用
施
設
な
ど
の
保
全
活
動

　
を
支
援
し
ま
す
。

農
地
や
農
業
用
施
設
な
ど
の
資
源
の

保
全
と
資
質
の
向
上
、
農
業
・
農
村

の
基
盤
を
支
え
る
た
め
、
地
域
の
共

同
組
織
化
を
図
り
、
農
地
・
施
設
等

の
保
全
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

①
公
共
工
事
の
早
期
発
注
・
早
期
完
成
に

　
努
め
ま
す
。

　
公
共
工
事
の
早
期
着
工
に
よ
り
、

市
の
経
済
流
通
の
初
動
を
促
進
し
、

市
民
生
活
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
完
成
に
よ
っ
て
市
民
の

生
活
基
盤
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

②
市
営
住
宅
使
用
料
の
収
納
計
画
を
策
定

　
し
、
未
収
額
を
縮
小
し
ま
す
。

　
受
益
負
担
の
原
則
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
市
営
住
宅
使
用
者
に
公
平

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
徴

収
方
法
の
検
討
を
行
い
、
収
納
計
画

を
策
定
し
未
収
額
を
縮
小
し
ま
す
。

①
水
道
料
金
の
収
納
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
経
営
の
効
率
化
と
健
全
な
事
業
運

営
を
実
施
す
る
う
え
に
お
い
て
、
水

道
料
金
の
収
納
率
向
上
は
緊
急
の
課

題
で
あ
り
、
新
規
滞
納
者
の
発
生
予

防
、
納
付
誓
約
者
の
取
り
組
み
強
化
、

給
水
停
止
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
統

　
合
を
進
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
効
率
的
で
安
定
し
た

経
営
を
目
指
す
た
め
、
水
道
施
設
の

統
合
を
進
め
な
が
ら
、
水
道
事
業
と

簡
易
水
道
事
業
の
経
営
統
合
計
画

（
平
成
19
年
度
〜
28
年
度
）
を
推
進

し
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
親
切
か
つ
迅
速
・
的
確
な
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
心
が
け
、
来
庁
者
の
待
ち

時
間
短
縮
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
業

務
知
識
の
習
得
・
向
上
に
努
め
、
市

民
が
求
め
る
質
の
高
い
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
美
津
島
地
域
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
積
極
的
に
参

　
加
し
ま
す
。

　
市
の
三
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

る
「
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
」
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活
動
、
福
祉

活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
積
極
的
に

参
加
し
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　
来
庁
さ
れ
た
方
が
満
足
す
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
接
遇
や
窓
口
環
境

の
美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
観
光
客
と
市
民
が
共
有
す
る
自
然
公
園

　
の
利
用
拡
大
と
渡
海
船
を
活
用
し
た
観

　
光
ル
ー
ト
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
浅
茅
湾
か
ら
和
多
都
美
神
社
・
烏

帽
子
岳
展
望
台
へ
の
観
光
ル
ー
ト
を

公
的
交
通
機
関
を
活
用
す
る
な
ど
、

増
加
す
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

自
然
体
験
型
観
光
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

①
峰
町
管
内
の
観
光
施
設
・
文
化
財
・
遺

　
跡
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
峰
町
管
内
に
は
多
く
の
観
光
施
設
、

文
化
財
、
遺
跡
等
が
点
在
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
す
る
体
制
に

つ
い
て
は
、
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

職
員
ひ
と
り
一
人
が
積
極
的
に
知
識

を
習
得
し
、
外
部
に
向
か
っ
て
Ｐ
Ｒ

で
き
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

①
窓
口
及
び
電
話
対
応
の
向
上
を
図
り
ま

　
す
。　

都
会
の
役
所
と
は
違
っ
た
田
舎
の

自
治
体
ら
し
く
、
や
わ
ら
か
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
心
が
け
、
来
庁
者
に
対

し
、
親
し
み
や
す
い
挨
拶
と
迅
速
な

対
応
を
図
り
ま
す
。
電
話
照
会
者
に

対
し
て
は
、
顔
が
見
え
な
い
の
で
、

相
手
の
立
場
に
た
っ
て
分
か
り
や
す

く
親
切
丁
寧
に
応
対
し
ま
す
。

七
　
建
設
部�

八
　
水
道
局
（
部
）�

九
　
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

十
二
　
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

十
一
　
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

十
　
豊
玉
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�
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②
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

　
地
元
で
開
催
さ
れ
る
あ
じ
さ
い
祭
、

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
、

対
馬
初
午
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
そ

の
他
清
掃
活
動
・
福
祉
活
動
に
対
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
間

の
連
携
強
化
に
よ
り
相
互
協
力
体
制

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

①
自
然
環
境
の
保
持
及
び
担
い
手
の
育
成

　
を
図
り
ま
す
。

　
磯
根
資
源
の
保
持
の
た
め
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
種
苗
放
流
（
稚
貝
・

稚
魚
）
や
し
い
た
け
生
産
者
の
協
力

を
得
て
、
種
駒
の
打
ち
込
み
作
業
な

ど
子
ど
も
た
ち
が
海
や
森
と
ふ
れ
あ

う
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然

環
境
に
つ
い
て
学
び
、
森
林
や
漁
場

の
保
全
を
図
り
な
が
ら
担
い
手
の
育

成
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
窓
口
、
電
話
対
応
の
適
正
化
及
び
迅
速

　
化
に
努
め
ま
す
。

　
課
員
相
互
の
情
報
の
共
有
化
及
び

各
係
の
仕
事
の
内
容
の
把
握
に
努
め
、

市
民
へ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

③
上
対
馬
地
域
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
積
極
的
に
参

　
加
し
ま
す
。

　
地
域
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
主
に
観

光
物
産
推
進
本
部
及
び
観
光
物
産
協

会
が
主
催
し
ま
す
が
、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
イ

ベ
ン
ト
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
、
人
的
に
も
物
資
面
で
も
協
力

し
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
地
区
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
市
民
協
働
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

①
住
宅
防
火
・
防
災
対
策
の
強
化
を
図
り

　
ま
す
。

　
住
宅
防
火
モ
デ
ル
指
定
地
区
等
に

お
い
て
防
火
教
室
を
開
催
し
、
住
宅

防
火
対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、
自
主
防

災
組
織
の
基
礎
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

②
応
急
手
当
や
救
命
処
置
の
普
及
を
図
る

　
た
め
、
講
習
会
等
の
啓
発
活
動
に
努
め

　
ま
す
。

「
身
近
な
人
は
自
分
で
守
る
」
と
の

観
点
並
び
に
A
E
D
の
普
及
に
伴
い
、

市
民
に
救
命
処
置
を
身
に
付
け
て
い

た
だ
く
た
め
に
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

①
教
育
施
設
の
充
実
・
整
備
、
有
効
活
用

　
を
推
進
す
る
た
め
、
施
設
の
早
期
耐
震

　
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
耐
震
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
42

棟
の
う
ち
２
次
診
断
を
実
施
し
て
い

な
い
31
棟
に
つ
い
て
は
２
次
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
２
次

診
断
が
済
ん
で
い
る
11
棟
に
つ
い
て

は
、
補
修
や
改
築
等
の
検
討
を
行
い
、

早
期
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

②
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
を
育
む
教
育

　
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
小
学
校
複
式
指
導
法
研
修
会
、
中

学
校
基
礎
学
力
向
上
研
究
推
進
事
業

を
実
施
し
、
各
学
校
の
実
態
を
踏
ま

え
、
確
か
な
基
礎
学
力
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の

充
実
、
不
登
校
対
策
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創
設
支

　
援
事
業
「
と
よ
た
ま
総
合
型
ク
ラ
ブ
」

　
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
健
康
増
進
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て
、
多
種
目
、
多
世
代
、
多

志
向
の
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

運
営
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

（
文
部
科
学
省
委
託
事
業
）
の
た
め
、

豊
玉
地
域
の
体
育
指
導
員
や
関
係
機

関
よ
り
運
営
委
員
を
募
り
組
織
化
を

目
指
し
ま
す
。

④「
し
ま
」巡
り
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
を
対
象
に
宿
泊
交
流
体
験

学
習
を
対
馬
市
で
開
催
し
ま
す
。
対

馬
の
歴
史
・
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
対
馬
な

ら
で
は
の
交
流
体
験
学
習
を
開
催
し
、

夏
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

⑤
対
馬
の
歴
史
文
化
の
保
持
に
努
め
、
活

　
力
あ
る
対
馬
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
文
化
財
資
料
の
整
備
充
実
と
利
用

促
進
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰
・
活
用

事
業
の
促
進
、
国
指
定
史
跡
の
保
全

整
備
事
業
促
進
な
ど
、
対
馬
の
歴
史

文
化
の
保
持
に
努
め
、
活
力
あ
る
対

馬
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

「
市
の
政
策
」↓「
行
財
政
改
革
」↓�

　
　
　
　
　
　
　「
対
馬
市
の
組
織
目
標
」�

詳
し
い
内
容
は
、
対
馬
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成

20
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。�

（
担
当
窓
口
・
地
域
再
生
推
進
本
部
）�

h
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５
月
17
日
に
執
行
さ
れ
た
対
馬

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
当
選
し

た
議
員
22
名
に
よ
る
初
の
市
議
会

（
臨
時
会
）
が
６
月
９
日
か
ら
10

日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
正
副
議
長
の
選
出
と
各
種
委
員

会
の
構
成
が
決
定
し
た
他
、
平
成

20
年
度
補
正
予
算
７
件
、
21
年
度

補
正
予
算
１
件
、
市
条
例
の
改
正

案
３
件
、
報
告
案
件
３
件
、
人
事

案
件
１
件
の
合
計
15
案
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。�

議
長
就
任
挨
拶

　
責
任
の
重
さ
を
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
ま
す
。
対
馬
市
議

会
が
今
ま
で
以
上
に
活
性
化
し

て
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

と
な
り
ま
す
よ
う
議
員
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�

　
そ
し
て
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
と
し
て
議
案
審
議
、
事
業
の

審
査
な
ど
、
一
生
懸
命
そ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
対
馬
市
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
長
部

局
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

こ
の
対
馬
の
活
性
化
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
対
馬
市
が

さ
ら
に
発
展
し
、
対
馬
住
民
の

皆
さ
ま
方
の
生
活
が
安
定
で
き

る
よ
う
に
、
市
長
は
じ
め
と
し

て
行
政
を
担
当
さ
れ
る
皆
様
と

共
に
国
境
の
島
対
馬
が
さ
ら
に

活
力
あ
る
島
に
な
る
よ
う
、
不

惜
身
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�
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市議選後初の市議会��
～平成21年　第4回対馬市議会臨時会～

作 元 義 文

議
長

さく もと よし ふみ

島 居 邦 嗣
しま い くに つぐ

副
議
長
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会
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委
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企
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さ
か
え

し
ま

い

く
に

つ
ぐ

お

が
わ

ひ
ろ

や
す

さ
い

と
う

ひ
さ

み
つ

く
ろ

だ

あ
き

お

お
さ

の
ぶ

よ
し

�

阿
比
留
　
梅
　
仁�

初
　
村
　
久
　
藏�

脇
　
本
　
啓
　
喜�

小
　
田
　
昭
　
人�

山
　
本
　
輝
　
昭�

阿
比
留
　
光
　
雄�

中
　
原
　
康
　
博�

��

大
　
浦
　
孝
　
司�

大
　
部
　
初
　
幸�

松
　
本
　

　
幸�

小
　
宮
　
教
　
義�

桐
　
谷
　
　
　
徹�

兵
　
頭
　
　
　
栄�

島
　
居
　
邦
　
嗣�

��

小
　
川
　
廣
　
康�

齋
　
藤
　
久
　
光�

黒
　
田
　
昭
　
雄�

長
　
　
　
信
　
義�

堀
　
江
　
政
　
武�

三
　
山
　
幸
　
男�

糸
　
瀬
　
一
　
彦�

��

堀
　
江
　
政
　
武�

阿
比
留
　
光
　
雄�

小
　
田
　
昭
　
人�

阿
比
留
　
梅
　
仁�

齋
　
藤
　
久
　
光�

大
　
浦
　
孝
　
司�

小
　
川
　
廣
　
康�

中
　
原
　
康
　
博�

���

糸
　
瀬
　
一
　
彦�

大
　
浦
　
孝
　
司�

���

中
　
原
　
康
　
博�

�

委 員 会 構 成 �

ほ
り

え

ま
さ

た
け

み
つ

や
ま

ゆ
き

お

い
と

せ

か
ず

ひ
こ

ほ
り

え

ま
さ

た
け

あ

び

る

み
つ

お

お

だ

あ
き

ひ
と

あ

び

る

う
め

ひ
と

さ
い

と
う

ひ
さ

み
つ

お
お

う
ら

た
か

し

お

が
わ

ひ
ろ

や
す

な
か

は
ら

や
す

ひ
ろ

い
と

せ

か
ず

ひ
こ

お
お

う
ら

た
か

し

な
か

は
ら

や
す

ひ
ろ
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まるごと�

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の�

放
獣�

あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ
ラ
イ�

デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会�

親
子
キ
ュ
ウ
リ�

　　
６
月
14
日
、
佐
護
地
区
の
住

民
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
あ
じ
さ
い
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
地
元
の
ヤ
マ
ネ
コ
太
鼓
演
奏

や
保
育
所
の
お
遊
戯
、
舞
踊
、

上
対
馬
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
た
他
、
出
店
も
並

び
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ジ
サ
イ
の
苗
８
０

株
の
植
栽
な
ど
が
行
わ
れ
、
今

年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
魚
の
つ

か
み
取
り
で
は
、
活
の
い
い
ヒ

ラ
ス
を
追
い
か
け
て
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
は
、
約
５
０
０
人
の
市

民
が
参
加
し
、
湊
浜
シ
ー
ラ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
か
ら
異
国
の
見
え

る
丘
展
望
所
ま
で
の
往
復
５
キ

ロ
を
歩
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
青
や
紫
、
ピ
ン

ク
な
ど
、
色
あ
ざ
や
か
に
咲
く
、

あ
じ
さ
い
を
見
な
が
ら
、
楽
し

い
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
ま
た
14
日
は
、
あ
じ
さ
い
祭

と
同
時
に
千
俵
蒔
山
で
開
催
さ

れ
た
「
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

対
馬
大
会
」
の
最
終
日
で
し
た
。

大
会
は
６
月
13
日
と
14
日
の
２

日
間
行
わ
れ
、
１
人
５
回
ま
で

飛
び
、
湊
浜
に
設
置
し
た
目
標

円
内
に
い
か
に
近
く
着
地
す
る

か
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
千
俵
蒔
山
は
、
対
馬
海

峡
や
韓
国
を
望
む
絶
好
の
フ
ラ

イ
ト
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
青
空
に
は
、
色
と
り
ど
り

の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
舞
っ
て

い
ま
し
た
。

　
上
県
町
伊
奈
地
区
の
齋
藤
守

嗣
さ
ん
の
畑
で
珍
し
い
キ
ュ
ウ

リ
が
獲
れ
ま
し
た
。
「
今
ま
で

に
見
た
こ
と
も
な
い
形
」
と
話

す
齋
藤
さ
ん
は
、
大
小
の
キ
ュ

ウ
リ
が
あ
り
、
親
が
子
を
抱
い

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た

の
で
「
親
子
キ
ュ
ウ
リ
」
と
名

付
け
た
そ
う
で
す
。

　
６
月
11
日
、
対
馬
野
生
生
物

保
護
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
昨
年

保
護
さ
れ
た
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

が
自
然
に
返
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
２
月
１
日
に
、
上

対
馬
町
一
重
地
区
の
路
上
で
保

護
さ
れ
た
ヤ
マ
ネ
コ
は
交
通
事

故
に
遭
い
、
意
識
不
明
の
状
態

と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
南

陽
小
学
校
の
児
童
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
は
川
に
沿

っ
て
移
動
す
る
習
性
が
あ
る
た

め
、
今
回
も
清
流
の
そ
ば
に
放

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
臆
病

な
性
格
の
た
め
か
、
な
か
な
か

森
の
中
へ
帰
ろ
う
と
せ
ず
と
ま

ど
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
対
馬
野
生
生
物
保
護

セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、

「
こ
の
ヤ
マ
ネ
コ
の
様

に
、
人
の
そ
ば
を
離
れ

ず
、
森
の
中
へ
行
こ
う

と
し
な
い
ヤ
マ
ネ
コ
は

初
め
て
で
す
。
１
年
以

上
の
長
い
間
セ
ン
タ
ー

で
飼
育
し
て
い
た
た
め
、

野
生
で
き
ち
ん
と
生
き

て
い
け
る
の
か
心
配
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。



ミ
ニ
ト
マ
ト
出
荷�

目
揃
え
会�

対
馬
壱
岐
親
善�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

高
総
体
壮
行
会�
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※
結
　
果�

　
優
　
勝
　
大
綱
チ
ー
ム�

　
準
優
勝
　
伊
奈
チ
ー
ム

　
三
　
位
　
霧
島
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
内
院
海
士
チ
ー
ム

　
５
月
28
日
に
豊
玉
町
仁
位
地

区
に
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、

第
26
回
対
馬
壱
岐
親
善
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
対
馬

市
38
チ
ー
ム
、
壱
岐
市
10
チ
ー

ム
の
合
わ
せ
て
48
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
対
馬
と
壱
岐
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し
、
親

睦
を
深
め
て
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

広
げ
、
健
康
の
保
持
増
進
と
競

技
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
玉
町
唐
洲
チ
ー
ム
の
阿
比

留
貢
さ
ん
の
力
強
い
選
手
宣
誓

で
始
ま
っ
た
大
会
は
、
強
風
の

中
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
そ
う

と
、
ど
の
チ
ー
ム
も
真
剣
な
表

情
で
競
技
に
の
ぞ
ん
で
い
ま
し

た
。

����

　
６
月
２
日
、
峰
町
の
共
同
選

果
場
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
大
き

さ
や
品
質
な
ど
、
出
荷
規
格
を

確
認
す
る
「
目
揃
え
会
」
が
行

わ
れ
、
Ｊ
Ａ
対
馬
を
通
じ
て
島

内
を
は
じ
め
島
外
に
も
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
出
荷
し
て
い
る
生
産
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
、
丹
精
込
め
て
育

て
あ
げ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
よ
り

良
い
状
態
で
市
場
へ
出
し
、
高

値
で
取
引
が
さ
れ
る
よ
う
に
と

説
明
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
収
穫
す

る
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
出
荷
す
る
市

場
が
、
福
岡
や
北
九
州
市
場
と

い
う
こ
と
で
、
競
合
す
る
産
地

が
多
く
あ
る
為
、
他
産
地
と
の

差
別
化
を
図
ろ
う
と
、
ツ
シ
マ

ヤ
マ
ネ
コ
を
使
っ
た
シ
ー
ル
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
貼
る
な
ど
の
工

夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
対
馬
に
よ
る
と
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
昨
年
の
出
荷
量
は
、

お
よ
そ
９
０
０
キ
ロ
、
総
売
り

上
げ
は
、
お
よ
そ
９
０
０
万
円

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年
も
昨

年
並
み
の
出
荷
量
、
総
売
り
上

げ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
５
日
か
ら
始
ま
る
長
崎

県
高
校
総
体
を
前
に
、
３
日
、

豊
玉
高
校
体

育
館
で
、
大

会
に
出
場
す

る
、
陸
上
、

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
の
４
部
と
、

競
技
の
写
真

撮
影
を
行
う

写
真
部
、
他

生
徒
が
参
加

し
、
選
手
壮

行
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
豊
玉
高
校

で
は
、
会
場

が
遠
く
応
援

に
行
け
な
い

母
親
た
ち
が
、
応
援
の
気
持
ち

を
込
め
て
お
に
ぎ
り
を
作
り
、

選
手
を
激
励
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
母
親
委
員
会
が
、
朝
９
時

か
ら
作
業
を
始
め
、
全
生
徒
分

の
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
豊
玉
高
校
で
は
今
年
初
め
て
、

全
校
生
徒
で
応
援
に
向
い
、
選

手
た
ち
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。



赤
米
田
植
え�
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長
崎
県
乾
し
い
た
け�

品
評
会�

�

災
害
危
険
箇
所
視
察�

ひ
さ
し

　
５
月
23
日
、
対
馬
市
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
長
崎
県
し
い
た
け

振
興
対
策
協
議
会
主
催
の
第
49

回
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は
、

生
産
技
術
の
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
１
６
７

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
入
賞
作
品
が
展

示
さ
れ
、
表
彰
式
で
は
、
同
協

議
会
の
吉
野
栄
二
会
長
が
、

「
今
年
は
市
場
価
格
の
平
均
単

価
は
、
少
し
下
が
っ
た
も
の
の
、

依
然
高
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
乾
し
い
た
け
は
、
例
年

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
屋
雅
生
審
査
委
員

長
か
ら
「
例
年
に
な
い
暖
冬
な

ど
、
厳
し
い
条
件
の
中
、
出
品

数
は
昨
年
よ
り
減
少
し
た
も
の

の
、
昨
年
を
上
回
る
出
来
栄
え

で
し
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し

た
。

※
結
　
果

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
永
尾
賢
一
さ
ん（
厳
原
）

林
野
庁
長
官
賞
、

　
　
吉
田
　
永
さ
ん（
厳
原
）

　
　
大
石
勝
彦
さ
ん（
峰
）

長
崎
県
知
事
賞

　
　
糸
瀬
　
傳
さ
ん（
上
対
馬
）

　
６
月
、
厳
原
町
豆
酘
地
区
で
、

１
３
０
０
年
以
上
前
か
ら
続
く

古
代
米
、
赤
米
の
田
植
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
頭
仲
間
と
呼

ば
れ
る
地
区
の
人
た
ち
が
、
赤

米
作
り
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
神

事
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ

る
行
事
や
、
そ
れ
ら
に
係
る
負

担
が
大
き
い
事
な
ど
か
ら
頭
仲

間
が
減
少
し
、２
０
０
７
年
の
２

月
か
ら
は
、
主
藤
公
敏
さ
ん
一

人
が
残
り
、
神
事
を
行
い
な
が

ら
赤
米
作
り
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
田
植
え
は
、
赤
米
神
田

の
横
を
流
れ
る
水
路
に
し
め
縄

を
は
り
、
赤
米
の
神
事
で
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ネ
ズ
ミ

藻
を
供
え
て
始
ま
り
ま
す
。
　

　
赤
米
は
、
神
田
の
う
ち
３
ア

ー
ル
に
植
え
ら
れ
、
男
性
の
み

が
入
る
こ
と
の
許
さ
れ
た
水
田

に
、
最
初
に
主
藤
公
敏
さ
ん
や

父
信
夫
さ
ん
ら
が
、
苗
を
植
え
、

残
り
１
面
を
、
妻
の
紀
佐
子
さ

ん
や
近
所
の
住
民
ら
が
手
伝
い

ま
し
た
。

　
植
え
ら
れ
た
赤
米
は
、
10
月

ご
ろ
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　
６
月
２
日
、
災
害
の
多
く
な

る
梅
雨
の
時
期
を
前
に
、
県
対

馬
振
興
局
と
対
馬
市
な
ど
に
よ

る
災
害
危
険
箇
所
の
視
察
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
は
、
災

害
が
起
き
た
際
に
対

応
す
る
各
関
係
機
関

が
、
危
険
箇
所
を
同

時
に
視
察
す
る
事
で

共
通
の
認
識
を
持
つ

こ
と
、
そ
し
て
防
災

関
係
機
関
の
相
互
の

連
携
を
図
っ
て
防
災

対
策
を
万
全
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
対
馬

振
興
局
、
対
馬
市
、

対
馬
北
・
南
警
察
署
、

対
馬
市
消
防
本
部
、

陸
上
自
衛
隊
対
馬
警
備
隊
、
厳

原
測
候
所
な
ど
か
ら
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
厳
原
町
、
豊
玉
町
、

上
県
町
の
危
険
箇
所
を
視
察
し

工
事
の
進
行
状
況
と
こ
れ
か
ら

の
工
事
予
定
、
ま
た
推
定
さ
れ

る
災
害
事
態
や
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
災
害
防
止
対
策
、
そ
し

て
自
然
環
境
の
保
護
に
務
め
る

と
共
に
人
へ
の
被
害
を
食
い
止

め
る
た
め
の
工
夫
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

し
の

ぶ
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室�

漁
業
体
験
と�

お
料
理
教
室
に
挑
戦�

　
６
月
14
日
、
美
津
島
町
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
で
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
、
市
内

小
学
生
の
12
チ
ー
ム
か
ら
選
手
、

監
督
、
関
係
者
ら
合
わ
せ
て
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
元
佐
世
保
西
高
男
子
ソ
フ
ト

部
監
督
で
、
２
０
０
３
年
長
崎

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
男
子
ソ
フ
ト

部
を
優
勝
に
導
い
た
藤
原
晃
先

生
と
、
現
佐
世
保
西
高
男
子
ソ

フ
ト
部
監
督
の
久
田
晴
生
先
生

を
講
師
と
し
て
招
き
技
術
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
、
水
産
業
へ
の
理

解
と
魚
食
の
普
及
を
図
る
た
め
、

対
馬
地
区
漁
業
士
会
と
大
船
越

小
学
校
に
よ
る
定
置
網
漁
業
体

験
と
魚
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
児
童
は
、
高
浜
漁

港
か
ら
約
10
分
か
け

て
定
置
網
の
仕
掛
け

て
あ
る
漁
場
に
到
着
。

海
に
囲
ま
れ
た
対
馬

に
住
み
な
が
ら
、
漁

船
に
乗
っ
て
の
漁
業

体
験
は
普
段
な
か
な

か
で
き
な
い
だ
け
に
、

児
童
達
も

興
奮
気
味

で
、
タ
イ

や
ア
ジ
、

サ
バ
な
ど
、

活
き
の
い

い
魚
が
次

々
に
上
が

っ
て
く
る

様
子
に
、
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　
定
置
網
体
験
後
に

は
学
校
に
も
ど
り
、

漁
業
士
の
槇
野
幸
男

さ
ん
か
ら
ア
ジ
の
三

枚
お
ろ
し
の
実
演
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　
手
際
よ
く
ア
ジ
を

さ
ば
い
て
い
く
槇
野

さ
ん
の
様
子
を
真
剣

に
観
察
し
た
後
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
包

丁
を
握
り
な
が
ら
、
ア
ジ
と
向

き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
枚
お
ろ
し
が
で
き
る
と
、

対
馬
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
美
津
島
支
部
の
メ
ン
バ
ー
、

豊
田
涼
子
さ
ん
、
浦
瀬
澄
子
さ

ん
、
松
村
み
ゆ
き
さ
ん
の
指
導

で
、
「
ア
ジ
の
チ
ー
ズ
パ
ン
粉

焼
き
」
と
「
魚
の
ホ
イ
ル
包
み

焼
き
」
の
２
品
を
作
り
お
い
し

く
頂
い
て
い
ま
し
た
。



　今年は8月1日（土）2日（日）の2日間開催されます。�
1日（土）は、子供みこし・ギリギリマスター選手権・シ
ンケンジャーショー・演芸の夕べ。�
2日（日）は、舟グロー・フリーマーケット・腕相撲大会・�
お笑い（T－１）グランプリ・朝鮮通信使行列・演芸の夕べ・
石川ひとみ歌謡ショー・納涼花火大会を予定しています。�
熱い夏祭りにしますので、皆さん会場にお越しください。�
（都合により予定が変更になる場合があります）�

　滋賀県大津市在住の日本画家鈴木靖将さんが、対馬市
に万葉画「防人の島」を寄贈しました。「防人の島」は
万葉集の「対馬の嶺は下雲のあらなふかむの嶺にたなび
く雲を見つつ偲はも」という歌を題材にしたものです。�
　鈴木さんは、約30年前から万葉集を題材にした日本画
を制作していて「万葉集を生かしたまちづくりに役立て
ていただければ」と話していました。万葉画「防人の島」
は、畳約2畳分（縦1.9m横2.3m）の大きさで対馬市交
流センター3階に展示しています。�

広報つしま11

万葉画「防人の島」を対馬市に寄贈�

「厳原港まつり対馬アリラン祭」開催決定!!

問い合わせ　厳原港まつり対馬アリラン祭実行委員会�
　　　　　　対馬市厳原町国分1441 （対馬市商工会厳原支所内）　TEL0920‐ 52‐ 5046

�
〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26福岡Dビル11F�
TEL/092-481-6411　FAX/092-292-8786�
ブログ/『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/�
スタッフ/武末祥人・阿比留忠明・早田優子�
�

対馬市福岡事務所�
レポート�

広報

つしま版

福岡市南区大橋で「なかにわデザインオフィス」
という個人事務所を構える、対馬出身のプロダク
トデザイナー、中庭日出海さんにお会いしてきま
した。若干28歳、各種デザインコンペで受賞を重
ねる優秀なデザイナー、それでいて笑顔がかわい
らしくてほっとするような男性。現在は、4人の
デザイナーと共に「ヨンイチデザインストア」と
いうオンラインストアを運営されています。こち
らのストアには、スタイリッシュな照明器具、文
具などの小物類、椅子などの家具類がそろってい
ます。さっそく、7月16日～17日の観光物産展の
看板のデザインを依頼させていただいたところ、
素敵なものが上がってきました。（早田）�

　いわゆる「政財界の大物」が闊歩
する大人の街として、福岡の名店が
軒を連ねる西中洲。フレンチレスト
ラン「こじま亭」は、ここに20年
以上前から店を構える名店です。
小島孔典社長は、かつて『料理の鉄人』
というテレビ番組にも出演されて
いました。この小島社長、なんと、ご

両親が対馬出身で、ご自身も対馬でお生まれになりました。そういう
ことから、「何か対馬のために力になれれば」とおっしゃっていただ
いています。�
　「こじま亭」では、お得意様に対し、定期的にフェアを開催されてい
ます。例えば、初夏の黒トリュフを使った「サマートリュフメニュー」
（2009.6/9～7/11、ディナーコース6品、15,000円（税サ込））。対
馬産を使ったこういったフェアを開催していただけないかご相談さ
せていただいたところ、快諾いただき、実施に向けて準備を進めてい
ます。「こじま亭」のお得意様に届く素敵なDMに「対馬」が登場する
こと、そして「こじま亭」の手にかかるとどんなお料理になるのか、本
当に楽しみです！�

フレンチレストラン「こじま亭」�
で対馬産フルコースフェアを�

なかにわデザインオフィスの中庭日出海さん

なかにわデザインオフィス

〒815-0033 福岡市南区大橋1-8-1-306�
TEL/090-7394-0234・FAX/092-401-6101�
http://www.nakaniwadesign.jp

博多中州 フランス料理 こじま亭

〒810-0002 福岡市中央区西中洲5-28西中洲Ｍビル2F　TEL/092-752-4545

福岡事務所のスタッフが、福岡で触れた対馬の�
素敵なものや人などをご紹介するコーナーです。�
�

福岡で見つけた “対馬のいいもの”

ひ    で    み�

「サマートリュフメニュー」のお料理�「サマートリュフメニュー」のお料理�

事務所エントランスにディスプレイされた商品�

よし のり�
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―
な
ぜ
畜
産
大
学
に
？

　
中
学
生
の
時
、
知
人
に
帯
広
畜
産

大
学
を
目
指
し
て
い
る
人
が
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
が
、
実
際
、
他
に

獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
が
分
か
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
高
校
に
入
っ
て
初

め
て
、
例
え
ば
九
州
な
ら
鹿
児
島
・

宮
崎
、
山
口
に
も
大
学
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て（
笑
）え
っ
!?
と
思
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
自
分
の
中
で
は
も
う
北

海
道
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
て
。

―
九
州
か
ら
北
海
道
に
転
居
さ
れ
た

時
に
は
気
候
の
差
に
苦
労
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
か
？

　
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
九
州
で
育

っ
た
か
ら
寒
さ
の
感
覚
が
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
普
通
の
靴
を
履
い
て

剣
道
部
の
練
習
で
雪
の
中
を
走
っ
て

い
た
ら
靴
が
脱
げ
た
感
覚
も
な
く
な

っ
て
、
凍
傷
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
帯

広
は
札
幌
よ
り
も
寒
く
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
10
〜
20
度
く
ら
い
に
な
る
ん

で
す
。
冷
蔵
庫
よ
り
冷
え
ま
す
か
ら
、

食
べ
物
は
凍
ら
な
い
よ
う
に
冷
蔵
庫

で
保
存
す
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
感
覚
、

九
州
に
は
な
い
（
笑
）
濡
れ
た
タ
オ

ル
を
振
り
回
す
と
ま
っ
す
ぐ
に
凍
る

ん
で
す
。
一
昨
年
、
恩
師
の
退
官
に

合
わ
せ
て
家
族
で
帯
広
に
行
っ
た
時
、

子
供
に
も
こ
れ
を
体
験
さ
せ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
玄
関
先
で「
凍
っ
た
〜
！
」

っ
て
盛
り
上
が
っ
て
。
い
い
経
験
さ

せ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

―
剣
道
を
始
め
ら
れ
た
の
は
？

　
小
学
２
年
生
の
時
。
体
が
弱
く
ぜ

ん
そ
く
も
あ
っ
た
の
で
、
体
を
鍛
え

る
た
め
に
。
叔
父
が
剣
道
を
し
て
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
今
は
年

に
数
回
程
度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
（
笑
）
子
供
の
成
長
を
思
う
と
、

こ
の
機
会
を
逃
す
と
な
か
な
か
一
緒

に
は
で
き
な
く
な
る
と
思
い
、
練
習

に
行
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
竹
刀

を
振
っ
て
い
な
い
と
、
し
た
く
な
る

も
の
で
す
ね
。
小
学
生
の
時
の
道
場

で
は
、
礼
儀
の
厳
し
さ
を
叩
き
込
ま

れ
ま
し
た
。
あ
と
は
気
合
い
、
根
性

（
笑
）
。
精
神
面
で
は
今
の
仕
事
で

も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
大
学
時
代
の
思
い
出
は
？

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
バ
ス
で
農
家
の
お
宅

を
巡
回
し
、
た
く
さ
ん
の
牛
や
農
家

さ
ん
と
直
接
触
れ
合
え
た
の
は
良
い

経
験
で
し
た
。
ま
た
、病
気
で
助
け

ら
れ
な
い
牛
が
大
学
に
回
さ
れ
て
き

て
、
今
後
の
牧
場
経
営
に
生
か
す
た

め
に
も
そ
の
原
因
を
調
べ
る
た
め
解

剖
す
る
ん
で
す
が
、そ
の
時
に「
命
の

大
切
さ
」を
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。死
ん

で
し
ま
っ
た
牛
に
も
敬
意
を
表
す
先

生
の
発
言
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
開
業
さ
れ
て
ペ
ッ
ト
を
診
察
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
飼
わ
れ

て
い
る
方
に
お
願
い
し
た
い
事
は
？

　
人
間
の
食
べ
る
も
の
を
食
べ
さ
せ

て
太
っ
て
し
ま
い
、
人
間
で
い
う
成

人
病
に
な
っ
て
し
ま
う
ペ
ッ
ト
が
い

ま
す
。
可
愛
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
は
分
か
る
の
で
す
が
、
愛
情
を
取

り
違
え
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
と
、
飼
え
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
捨
て
た
り
せ
ず
、
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

散
歩
の
時
に
は
リ
ー
ド
を
つ
け
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
な
ど
で

犬
同
士
の
け
ん
か
に
な
っ
た
り
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と

飼
い
主
同
士
気
ま
ず
い
で
す
し
。
泣

け
て
き
ま
す
よ
ね
。
切
な
い
事
故
で

す
。
リ
ー
ド
は
「
つ
な
い
で
い
る
」

の
で
は
な
く
「
こ
の
子
の
命
を
責
任

持
っ
て
守
っ
て
あ
げ
て
い
る
」
大
切

な
道
具
で
す
か
ら
。
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★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★★★★★★

★★
★

★
★
★
★
★

★
★
★
★ ★

★ ★★ ★ ★ ★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★★★★★★

★★
★

★
★
★
★
★

★
★
★
★ ★

★ ★

Koho shocking

毎
回
、
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
次
の
方
を�

ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。�

次
回
は
美
津
島
町
　
知
に
お
住
ま
い
の
剣
道
の�

コ
ー
チ
、
廣
川
太
郎
さ
ん
で
す
。
お
楽
し
み
に
。�

Vol,3

●プロフィール�

「対馬の森どうぶつ病院」
院長

もり　　　　ひろ　 し

森　　寛　士さん�
�

長崎県大村市出身　長崎県大村市出身　4242歳
　お父様の転勤で大村・長崎・島原と県内を転居。島原の高校を卒業後、北海道の帯
広畜産大学へ。広畜産大学へ。平成平成3年、年、卒業後すぐ対馬へ。卒業後すぐ対馬へ。家畜診療所勤務ののち平成家畜診療所勤務ののち平成1717年に開業。年に開業。
　ご家族は奥様、　ご家族は奥様、中3の長男、の長男、中2の長女、の長女、小5の二男。の二男。ペットはスタンダードペットはスタンダード・プードプード
ルのルの「クラリス」「クラリス」。お子さんは３人とも剣道で活躍中だが、お子さんは３人とも剣道で活躍中だが、ご本人も５段の腕前ご本人も５段の腕前。

長崎県大村市出身　42歳
　お父様の転勤で大村・長崎・島原と県内を転居。島原の高校を卒業後、北海道の帯
広畜産大学へ。平成3年、卒業後すぐ対馬へ。家畜診療所勤務ののち平成17年に開業。
　ご家族は奥様、中3の長男、中2の長女、小5の二男。ペットはスタンダード・プード
ルの「クラリス」。お子さんは３人とも剣道で活躍中だが、ご本人も５段の腕前。
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＜子育て応援特別手当とは？＞　�
　　国の「生活対策」の一環で、厳しい経済情勢において、多子世帯の子育て負担に対する配慮として下
　の表の「対象となる子ども」と同居している世帯主に支給されます。�
　　ただし、一番下の表のような世帯につきましても対象となりますので、該当するようでしたら対馬市
　福祉事務所　福祉課へお問い合わせください。�

＜手当額＞�
　子ども１人につき、36,000円を支給します。�

＜対象となる子ども＞�
　平成14年４月２日から平成17年４月１日生まれで、第２子以降の子ども。�

＜申請期限＞�
　　平成21年９月24日までとなっています。期限を過ぎると支給されませんので、申請をされていない
　方は早めの申請をお願いいたします。�

＜対象となる世帯＞�

子育て応援特別手当の申請について�

【問い合わせ】　〒817‐1201　対馬市豊玉町仁位380番地�
　　　　　　　対馬市福祉事務所　福祉課　☎0920（58）2294�
　　　　　　　または　各地域活性化センター　住民生活課・各福祉保健センター�
�

世帯主� 生年月日が平成2年4月2日から平成17年4月1日までの子ども�

生年月日が平成14年4月2日から�
平成17年4月1日までの子ども�

手当の対象となる子ども�

Ａ
さ
ん
世
帯� Aさん�Aさん� 1人目�1人目� 2人目�2人目� 3人目�3人目�

36,000円×2人=

72,000円�

※Ａさん世帯、Ｂさん世帯のような世帯に対しては、３月中旬に申請書をお送りしておりますが、Ｃさん�
　のような世帯に対しては申請書をお送りしておりませんので、下記へご連絡をお願いいたします。また、�
　ご不明な点がありました場合も下記へご連絡をお願いします。�

Ａさんに支給される手当額�

世帯主� 生年月日が平成2年4月2日から平成17年4月1日までの子ども�

生年月日が平成14年4月2日から�
平成17年4月1日までの子ども�

手当の対象となる子ども�

Ｂ
さ
ん
世
帯� Bさん�Bさん� 1人目�1人目� 2人目�2人目�

36,000円×1人=

36,000円�

Ｂさんに支給される手当額�

世帯主�
生年月日が�
平成2年4月2日から�
平成17年4月1日�
までの子ども�

生年月日が�
平成14年4月2日から�
平成17年4月1日�
までの子ども�

Ｃ
さ
ん
世
帯�

1人目�1人目�

36,000円×1人=

36,000円�

Ｃさんに支給される手当額�Ｃさんとは別世帯であるが、�
Ｃさんが扶養している子ども�

手当の対象となる子ども�

2人目�2人目�Cさん�Cさん�
※この場合で申請する際、Ｃさんが�
　２人目の子どもを扶養していると�
　いうことが分かる書類の写しを添�
　付する必要があります。�

お済みですか？�
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◎高校卒業程度�
■受付期間�
　平成21年７月21日（火）から�
　平成21年８月21日（金）まで�
■受験資格�
　昭和57年４月２日から平成４年４
月１日までに生まれた人で、高等学
校卒業以上の学歴を有する人又は平
成22年３月卒業見込みの人�
■第一次試験�
　平成21年９月20日（日）�
■採用予定数�
　高校卒業程度　８名程度�
�
◎身体に障害のある方及びＵターン・
　Ｉターン者についても現在募集し
　ています。申し込みは、７月31日
　までとなっています。�
■第一次試験�
　平成21年８月16日（日）�
　採用はいずれも若干名�
　※身体に障害のある方の第二次試
　　験は、同日に実施します。�
　受験資格、その他詳しいことは対
馬市総務課にお尋ねください。また、
ＣＡＴＶ、厳原有線テレビ等の文字
放送をご覧ください。�
　試験案内・申込書等は総務課及び
各地域活性化センターで交付いたし
ますが、対馬市ホームページからも
ダウンロードすることができます。�
�
�
�
【問い合せ】　対馬市総務課�
　　　　　　☎0920‐53‐6111

■採 用 職 種 　消防吏員（一般・救急救命士）�
■採用予定数　６名程度�
■試 験 区 分　高校卒業程度�
　　　　　　　　（平成21年度第１回市町村等職員採用統一試験）�
■第一次試験日　平成21年９月20日（日）�
■試 験 会 場　対馬市交流センター３階会議室�
■受 験 資 格�
　①昭和60年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者�
　②救急救命士は、受験申込日現在、その資格を有する者�
　　（取得見込み者は受験できません。）�
　③身長　男子160cm、女子150cm以上�
　　体重　男子５０kg、女子４０kg以上�
　④両眼とも裸眼視力0.1以上で弁色力正常な者�
　⑤精神性疾患のない者�
　⑥２mの距離で低語が聴取できる者�
　⑦身体強健で感染症又は慢性疾患がなく、職務遂行に支障のな
　　い身体状態である者�
　⑧採用後は、勤務署所から15km以内に居住できる者�
※次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。�
　①日本国籍を有しない者�
　②地方公務員法第16条に該当する者�
■受験手続き�
　平成21年７月15日（水）から平成21年８月20日（木）まで�
　及び受付期間の９時から17時（土、日、祝祭日は除く。）ま
　でに持参するか、郵送の場合は、平成21年８月20日17時までに
　必着とします。�
■申込用紙請求先�
　　申込用紙は、対馬市消防本部・消防署及び消防各出張所で交
　付します。申込用紙を郵便で請求する場合は、封筒の表に「職
　員採用試験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った宛　
先明記の返信用封筒を必ず同封して下さい。�
■申込用紙提出先�
　　申込用紙に必要事項を記入し、受付期間を厳守のうえ持参、
　または郵送で対馬市消防本部・総務課に提出して下さい。�
【問い合わせ】　対馬市消防本部　対馬市厳原町桟原52番地第２�
　　　　　　　☎0920（52）0119

平成21年度�対馬市職員募集� 平成21年度�対馬市消防吏員採用試験案内�

厳原港まつり「対馬アリラン祭」巡視船でじま体験航海�厳原港まつり「対馬アリラン祭」巡視船でじま体験航海�
■乗 船 日　８月２日（日）�
■乗船場所　厳原町東里公共岸壁（アリラン祭会場前岸壁）　乗船開始：午後１時30分、下船：午後３時30分�
■募集人数　200人�
■応募方法　●往復はがきに、代表者の郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号と、参加者全員の氏名・年齢・�
　　　　　　　性別を明記し応募。（返信用あて先にも代表者の郵便番号・住所・氏名を記入してください。）�
　　　　　　●応募は１枚につき４人まで（小学生以下は保護者同伴、乳幼児についても申込みが必要です。）�
　　　　　　●応募多数の場合は抽選（往復はがき記入もれ、複数の応募につきましては無効とさせていただきます。）�
■締　　切　７月22日（水）　当日消印有効�
■申込み先　〒817‐0016　対馬市厳原町東里341の42�
　　　　　　対馬海上保安部管理課「でじま」乗船係　☎0920（52）0640�
　　　　　　【注意】巡視船「でじま」は、バリアフリー構造ではありませんので履物に注意して下さい。�

乗船�
希望者�
募集�

http://www.city.tsushima.�
　　　　　　　　　nagasaki.jp/
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＝平成２１年８月から保険証が新しくなります＝

◎現在ご使用いただいている保険証の有効期限は、平成21年７月31日まで

となっています。新しい保険証を７月中に交付（郵送等）いたしますので、

記載内容をご確認いただき大切にお使いください。
　
■有効期限が切れた保険証は、破棄していただくか、福祉保健部　長寿支援課（または南
・北福祉保健センター、美津島・峰・上対馬の地域活性化センター担当窓口）までお返し
ください。　

※保険料の納付が滞っている方には、有効期間が短い保険証となる場合があります。

被保険者証（保険証）の更新について

◆所得が少ない方は、次のとおり保険料が軽減されます。�

①世帯内の「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額
の合計額が33万円以下の方は、平成20年度と同様に均等割が8.5割軽減となります。

②①の方のうち、世帯内の「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の被保険者全員」が、年金
収入80万円以下でその他の各種所得がない世帯の方は、均等割が９割軽減となります。　

③所得割を負担する方のうち、賦課のもととなる所得金額（総所得金額等から基礎控除額33万
円を差し引いた額）が58万円以下（年金収入が153万円以上211万円以下）の方は、平成
20年度と同様に所得割が５割軽減となります。�

④長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入する前日まで、会社などの健康保険等（国民健
康保険は除く）の被扶養者であった方は、平成20年度と同様に均等割が９割軽減となります。�

※上記の軽減措置以外に、所得状況に応じて均等割額の５割又は２割軽減の制度があります。

※これらの軽減措置については、あらためて手続きをしていただく必要はありません。

　　　　　問い合わせ�
　　　　　　　対馬市　福祉保健部　長寿支援課　　　☎0920－58－1117�
　　　　　　　又は　長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095－816－3930�
�

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ

平成21年度における保険料の軽減措置について

　行政相談員は、社会的な信望があり、行政運営の改善について理解と熱意を有する人の中か
ら総務大臣が委嘱するものです。
　地域の身近な相談役として、行政の仕組みや手続きなど関する相談を受け、相談者への助言
や関係機関への通知などの仕事を無報酬で行います。
　
　行政相談員　樺島悦三、小島徳重、松井雅美、島井利和、今林勝正、古藤精一

行政相談委員の 紹 介�
�

（厳原） （美津島） （豊玉） （峰） （上県） （上対馬）



2009. 7 16

国民健康保険の限度額適用認定証及び標準負担額減額認定証は、8月1日で更新となります。
１．70歳以上75歳未満の高齢受給者の方
　　　下記の「区分Ⅱ」又は「区分Ⅰ」に該当する方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受
　　けることができます。（該当する方には通知します）
　　　・区分Ⅱ：同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が住民税非課税である人
　　　・区分Ⅰ：同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が住民税非課税で、その世帯の所得が一定基準以下の人

　　　認定証を医療機関の窓口に提示すれば、自己負担限度額及び入院時の食事標準負担額は、下表のとおり
　　　となります。　

２．70歳未満の被保険者の方
　　　限度額適用認定証及び標準負担額減額認定証の交付を受けようとする場合は、国民健康保険担当窓口に
　　申請してください。
　　１）限度額適用認定証：70歳未満の国民健康保険被保険者の方で、入院中または入院の予定がある方は、
　　限度額適用認定証の交付を受けることができます。（ただし、国民健康保険税の滞納がある場合は、認定
　　証の交付を受けることができませんのでご注意ください。）限度額適用認定証を医療機関の窓口に提示す
　　れば、入院時の一部負担金の支払いは、限度額までとなります。
　　　なお、次の場合は、医療機関の窓口で自己負担額を支払われたうえで、高額療養費の申請が必要となり
　　ます。
　　　①限度額適用認定証の交付を受けていない場合。②限度額適用認定証の交付を受けていても、外来や複
　　数の医療機関を受診され、自己負担額が限度額を超える場合。
　　　○自己負担限度額は、次のとおりです。

　　２）標準負担額減額認定証：標準負担額減額認定証の交付を受けることができる方は、住民税が課税され
　　ていない世帯に属する方です。標準負担額減額認定証を医療機関の窓口に提示された場合の入院時の食事
　　標準負担額は、次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、担当窓口に、お尋ね下さい。
　市役所福祉保健部健康保健課（豊玉）☎0920（58）1579　南福祉保健センター（厳原）　　　　　☎0920（53）6111

　北福祉保健センター（上県）　　　　☎0920（84）2313　美津島地域活性化センター住民生活課　☎0920（54）2271

　峰地域活性化センター住民生活課　　☎0920（83）0304　上対馬地域活性化センター住民生活課　☎0920（86）3112

【1ヶ月の自己負担限度額】（区分につきましては、認定証に表記しています。）

【1ヶ月の自己負担限度額】（区分につきましては、認定証に表記しています。）

【1食あたりの入院時食事標準負担額】�

【1食あたりの入院時食事標準負担額】�

※（ ）の金額は、過去１年

以内に、同一世帯で、３回

以上高額療養費の支給を

受けた場合、４回目以降

の自己負担限度額。�

区　　分�

一般（住民税課税世帯）�

一定以上所得者�

区分Ⅱ�

区分Ⅰ

   区　　分�

   一般（住民税課税世帯）�

90日までの入院�

　　　　　　 90日を越える入院（過去1年間の入院日数）　　�

   　　　　　　　　区分Ⅰ　　　　　　　�

標準負担額�

260円�

210円�

160円�

100円�

外来のみ �

12,000円�

44,400円�

8,000円�

入院＋外来�

44,400円�

80,100円＋＜医療費‐ 267,000円＞×1％�
（4回目以降の場合 44,400円）�

24,600円�

15,000円�

区分Ⅱ

所得区分�

上位所得者：Ａ （基礎控除後の総所得金額�
が600万円を超える世帯)

区　　分�

一般（住民税課税世帯）�

住民税非課税世帯�

自己負担限度額�

150,000円＋＜医療費－500,000円＞×１％�
（83,400円）�

80,100円＋＜医療費－267,000円＞×１％�
（44,400円）�

35,400円（24,600円）�

　　　　　　　一 般：Ｂ �

低所得者（住民税非課税世帯）：Ｃ�

90日までの入院�

90日を越える入院（過去1年間の入院日数）�

標準負担額�

260円�

210円�

160円�

国民健康保険限度額適用認定証、標準負担額減額認定証の�
　　　　　　有効期限は、7月31日です。�
国民健康保険限度額適用認定証、標準負担額減額認定証の�
　　　　　　有効期限は、7月31日です。�
国民健康保険限度額適用認定証、標準負担額減額認定証の�
　　　　　　有効期限は、7月31日です。�
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○世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が、1年間（毎年8月～7月末）にお支払いされた医療保険と
介護保険の自己負担額を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。

　平成21年度の支給要件・支給額

○世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が、平成20年8月～21年7月末にお支払いされた医療保険・
介護保険の自己負担額が次の基準額を超える場合に、その超えた金額を支給します。�
（平成20年4月～平成21年7月末の16ヶ月間の自己負担額が、次のカッコ内の基準額を超える場合には、
その超えた額と上記の支給額を比べ、大きい額を支給します。

○これからは、年間50万円を支払った後、支
給申請をすると、基準額：31万円（世帯員
全員が市町村民税非課税の場合）を超えた
金額（19万円）をお返しすることにより、
年間の負担額が31万円にとどまります。�

医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の�
負担を軽減する制度が始まりました。
　　　　　　　　〈高額医療・高額介護合算療養費制度〉

○これまでは、例えば、1年
間で、医療保険で25万円、
介護保険で25万円を支払い、
年間の負担額が50万円であ
ったものが、

～このように負担が軽減されます～�
�

〈夫婦2人世帯の例〉（ともに72歳・市町村民税非課税）

70～74歳の方�

70歳未満の方�

①高齢受給者証の負担割合が「３割」となっている場合…………… 67万円（89万円）

②①・③・④以外の場合………………………………………………… 56万円（75万円）

③世帯員全員が市町村民税非課税の場合……………………………… 31万円（41万円）

④③のうち、世帯員全員の所得が一定以下※の場合………………… 19万円（25万円）

　※年金収入80万円以下等

①世帯員全員の合計所得が一定以上※の場合…………………………126万円（168万円）

　※合計所得600万円を越える場合

②①・③以外の場合……………………………………………………… 67万円（89万円）

③世帯員全員が市町村民税非課税の場合……………………………… 34万円（45万円）

　申請手続きについての留意点�

○支給対象のとなる被保険者の方には、12月頃にお知らせします。
　お知らせが来た場合には、下記の窓口に申請してください。
○ただし、次に該当する方には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります。
　◆平成20年4月から平成21年7月末までの間に、
　　・市町村を超えて転居された方
　　・他の医療保険から国民健康保険に移られた方

　○具体的な手続きやご不明な点については、下記の窓口までご相談ください。
　市役所福祉保健部健康保健課（豊玉）☎0920（58）1579　南福祉保健センター（厳原）　　　　　☎0920（53）6111

　北福祉保健センター（上県）　　　　☎0920（84）2313　美津島地域活性化センター住民生活課　☎0920（54）2271

　峰地域活性化センター住民生活課　　☎0920（83）0304　上対馬地域活性化センター住民生活課　☎0920（86）3112
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す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
住
民
登
録
を
し

て
い
る
市
役
所
市
民
課
（
又

は
各
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

住
民
生
活
課
）
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
（
申
請
書
は
、

担
当
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
）

　
平
成
21
年
度
の
免
除
等
の

受
付
は
、
平
成
21
年
７
月
１

日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
21

年
７
月
か
ら
平
成
22
年
６
月

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て

審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要

で
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
21
年
７
月

に
申
請
す
る
場
合
は
、
平
成

20
年
７
月
か
ら
平
成
21
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
（
前
サ

イ
ク
ル
分
）に
つ
い
て
も
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
７
月
に
前
サ
イ
ク
ル
分
の

免
除
等
も
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

▼
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
の

　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
８
月
19
日
（
水
）

　
　
午
後
１
時
か
ら

　
　
午
後
５
時
ま
で

◆
８
月
20
日
（
木
）

　
　
午
前
９
時
か
ら

　
　
午
前
12
時
ま
で

　対馬では、山が急で人が入りにくい、長い間手入れしていない、森林整備の自己負担が捻出できない、
森林所有者が島内にいない・・・という山が多く見られます。�
　こういった、「条件が不利な森林」を公的な機関（森林組合等）が森林所有者に代わって施業を実施
するという事業が始まりました。�

■問い合わせ■�
　この便り、森林・林業に関する相談は最寄りの森林組合か対馬振興局林業課で承ります。�
　対馬森林組合 本所　　　　　　　　　　　 TEL（0920）52-2677　FAX（0920）52-2692�
　北部支所　　　　　　　　　　　　　　　  TEL（0920）84-2324　FAX（0920）84-2325�
　対馬振興局 林業課普及班 林業普及指導員　TEL（0920）52-0318　FAX（0920）52-1035

『条件不利森林公的整備緊急特別対策事業』のお知らせ!『条件不利森林公的整備緊急特別対策事業』のお知らせ!

写真は昨年度に間伐された森林です。�
林内が明るくなり、健全な森林へ回復中です。�

☆1施業地が0.1ha以上。�
☆おおむね30％以上（本数で）の間伐。�
☆間伐実施後、おおむね10年間は皆伐を行わないこと。�

事業の要件�

負担金なしで「切捨て間伐」をしてもらえます。�負担金なしで「切捨て間伐」をしてもらえます。�負担金なしで「切捨て間伐」をしてもらえます。�

山をもっているが、手入れしていない・・・。�
山の手入れをしたいが自分ではできない・・・。�
誰かに頼めば経費がかかる・・・。�

山をもっているが、手入れしていない・・・。�
山の手入れをしたいが自分ではできない・・・。�
誰かに頼めば経費がかかる・・・。�

調査・手続き・予算の都合などがありますので、間伐を�
頼みたい方は、お早めにお問い合わせ願います。�

…と、お考えの方へ!

農林振興課コーナー�農林振興課コーナー�農林振興課コーナー�
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（食生活改善推進員）  ●上県支部�

●作り方●�
１． 鍋に４ℓの湯を沸かし、塩を少量入れる。スパゲティを入れてほぐし、           
　     ややかためにゆでる。�
２． ミニトマトはへたを取り、四つ割りにする。ボールにソースの材料を入
　     れて混ぜる。レンジで２分ほど加熱する。（又は鍋に入れて軽く火を通す。）�
３． スパゲティがゆだったら、ざるにあけ水気を�
        きる。オリーブ油少々をかけて混ぜ、�
        皿に盛る。�
４． ソースをかける。好みで水にさらした�
        玉ねぎの薄切りをのせる。�
�
　※冷たいスパゲティにするときは、スパ�
      ゲティをやわらかめにゆでて冷水にとり、�
      冷ましてから水気をきる。�
      ソースは温めずにかける。�

　対馬野生生物保護センターに昨年１０月と１１月、目保呂ダム周辺の
道路で、しっぽにしま模様がある動物を見かけたとの情報が寄せられま
したが、今年４月にも仁田の国道で路側帯を走るアライグマらしい動物
の目撃情報がありました。�
目撃者によると「目の周りが黒く、体は白っぽいグレー。モコモコとし
た体でぴょこぴょこ走り、可愛いタヌキと思って通り過ぎたが、対馬にタヌキはいないと聞かされ不思議
に思っていた。以前の目撃情報を聞いてもしや？と思い、連絡した」と話しています。�
�
　こうほうショッキングに登場してくださった森さんは「珍しいペットを飼う方もあり、もしかしたらペ
ットを放してしまったのかも知れません。以前は『あらいぐまラスカル』人気で飼われていましたが、大
きくなると噛まれたり大暴れするというので捨ててしまったりすることがあちこちで発生してしまったよ
うです」と残念そう。�
�
　アライグマは灰褐色の体毛をもち、目のまわりから頬にかけて黒い斑紋があり、長いふさふさとした尾
には黒い横しまがあります。水辺近くの森林に生息しますが、農耕地や市街地などの環境にも適応し、カ
エルやトカゲ、鳥の卵、果実、農作物、人家の残飯も食べる雑食性。国内では野生化したアライグマによ
る農作物被害が問題になっており、長崎県でも佐世保市など県北部で被害が報告されています。�
�
　アライグマは日本には生息していなかった動物で、天敵がおらず繁殖力も強いため、在来生態系に影響
を与えることも心配されます。ツシマテンと思って見過ごしている可能性もあります。お心当たりのある
方は、市役所（☎０９２０－５３－６１１１）、対馬野生生物保護センター（☎０９２０－８４－５５７７）、
長崎県対馬振興局（☎０９２０－５２－１３１１）などへご連絡ください。�

●材料（4人分）●�
・スパゲッティ…320ｇ
・塩…………小さじ１弱�
�
＜ソース＞�
・ミニトマト……24個
・にんにくのみじん切り
　　　　　　　…１片分�
・オリーブ油…大さじ2
・塩……………小さじ1
・ツナ缶（ノンオイル）
　　 …1缶（200ｇ程度）�
・こしょう…………少量�
・粉チーズ……大さじ3�
・パセリのみじん切り�
　　　　　　 …大さじ4

【問い合わせ】�
北福祉保健センター　☎0920-84-2313

アライグマ目撃情報�アライグマ目撃情報�

★1人分栄養価★　エネルギー…562kcal　たんぱく質…22.3ｇ　脂質…21.7ｇ　カルシウム…69mg　塩分…1.8ｇ
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▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
、掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）�

�����

防
衛
大
学
校
生
一
般�

■
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者�

■
受
付
期
間
　
９
月
７
日（
月
）〜
10
月
２
日（
金
）�

■
一
次
試
験
　
11
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）�

■
合
格
発
表
　
一
次
　
12
月
４
日（
金
）�

　
　
最
終
　
平
成
22
年
２
月
16
日（
火
）�

航
空
学
生�

■
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者�

■
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）�

■
一
次
試
験
　
９
月
23
日（
水
）�

■
合
格
発
表
　
一
次
　
10
月
９
日（
金
）�

　
　
　
　
　
　
二
次
　
11
月
９
日（
月
）�

　
　
最
終
　
平
成
22
年
１
月
22
日（
金
）�

看
護
学
生�

■
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
者�

■
受
付
期
間
　
９
月
７
日（
月
）〜
10
月
２
日（
金
）�

■
一
次
試
験
　
10
月
24
日（
土
）�

■
合
格
発
表
　
一
次
　
11
月
５
日（
木
）�

　
　
最
終
　
平
成
22
年
１
月
８
日（
金
）�

一
般
曹
候
補
生�

■
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

■
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）�

■
一
次
試
験
　
９
月
19
日（
土
）�

■
合
格
発
表
　
一
次
　
10
月
２
日（
金
）�

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）�

■
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

■
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）�

■
一
次
試
験
　
受
付
時
に
連
絡�

■
合
格
発
表
　
試
験
時
に
連
絡�

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）�

■
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

■
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）�

■
一
次
試
験
　
９
月
27
日（
日
）・
28
日（
月
）�

■
合
格
発
表
　
11
月
13
日（
金
）�

自
衛
隊
生
徒�

　
　
本
制
度
は
、
名
称
も
含
め
改
定
す
る
予

　
定
で
す
。
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

　
合
わ
せ
下
さ
い
。
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
自
衛
隊
長
崎
県
地
方
協
力
本
部�

　
対
馬
駐
在
員
事
務
所�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
９
０
８�

����

　
市
で
は
、「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
事
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。�

■
応
募
資
格�

　（
１
）法
人
で
あ
る
こ
と
。
（
社
会
福
祉
法

　
　
　
人
、
株
式
会
社
、
有
限
会
社
、
Ｎ
Ｐ

　
　
　
Ｏ
法
人
等
）�

　（
２
）介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４
項
及

　
　
　
び
第
１
１
５
条
の
11
第
２
項
の
規
定

　
　
　
に
該
当
し
な
い
こ
と
。�

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類�

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
　
１
事
業
所�

平
成
21
年
度�

　
　
　
自
衛
官
等
募
集
案
内�

募
　
集�

地
域
密
着
型�

　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集�

平成21年度�警察官Ⅲ類採用試験�

【問い合わせ】�
長崎県警察本部　警務課　採用係�
〒850‐8548　長崎市万才町4‐8�
☎095（820）1504（直通）�
http://www.police.pref/nagasaki.jp

色覚・�
その他�

身　長�

体　重�

胸　囲�

視　力�

警察官（男性）�

160cm以上�

47kg以上�

78cm以上�

警察官（女性）�

153cm以上�

45kg以上�

－�

両眼とも裸眼視力が0.6以上�
または矯正視力が0.8以上�

警察官としての職務遂行に支障が�
ないこと�

　警察官Ⅲ類（男性）採用試験については、
長崎県・警視庁・神奈川県・愛知県・大阪府
が共同して実施するもので、この５都道府県
のうちから２つまで志望することができます。
なお、長崎県は第１志望のみ有効であり、第
２志望とすることはできません。第１志望の
都府県で第１次試験に合格した場合、第２志
望は考慮されません。�

■受付期間　８月10日（月）～８月28日（金）�
■１次試験　10月18日（日）�
　２次試験　11月中旬～下旬（予定）�
■試験地�
　（１次）長崎市・佐世保市・島原市・五
　　　　島市・南松浦郡新上五島町・壱
　　　　岐市・対馬市�
　（２次）長崎市�
■受験資格�
　昭和54年４月２日から平成４年４月
　１日までに生まれた者で、４年制大学
　（これを準ずる者を含む。）を卒業した
　者（平成22年３月31日卒業見込みの
　者を含む。）以外の者。�

共 同 試 験 �

身 体 基 準 �

試験実施要項�



21 広報つしま

■
申
込
方
法�

　
　
法
人
の
内
容
（
名
称
、
住
所
、
代
表
者

　
名
、
連
絡
先
、
サ
ー
ビ
ス
種
類
）
が
分
か

　
る
よ
う
任
意
作
成
を
し
て
左
記
問
い
合
わ

　
せ
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
受
付
期
間�

　
７
月
21
日（
火
）〜
８
月
31
日（
月
）�

■
留
意
事
項�

　
○
申
し
込
み
法
人
を
対
象
に
受
付
期
間
終

　
　
了
後
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
○
説
明
会
終
了
後
、
事
前
申
請
書
の
受
付

　
　
を
行
い
ま
す
。
事
前
申
請
書
は
、
説
明

　
　
会
の
時
に
交
付
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
３
８
０
番
地�

　
対
馬
市
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）１
１
１
８
（
直
通
）�

���

　
市
で
は
、「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う

事
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。�

■
応
募
資
格�

　（
１
）法
人
で
あ
る
こ
と
。
（
社
会
福
祉
法

　
　
　
人
、
株
式
会
社
、
有
限
会
社
、
Ｎ
Ｐ

　
　
　
Ｏ
法
人
等
）�

　（
２
）介
護
保
険
法
第
70
条
及
び
第
１
１
５

　
　
　
条
の
２
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
。�

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類�

　
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護�

　
　
　
　
　
　
　
１
事
業
所
（
定
員
10
名
）�

■
申
込
方
法�

　
　
法
人
の
内
容
（
名
称
、
住
所
、
代
表
者

名
、
連
絡
先
、
サ
ー
ビ
ス
種
類
）
が
分
か
る

よ
う
任
意
作
成
を
し
て
左
記
問
い
合
わ
せ
先

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
受
付
期
間�

　
７
月
21
日（
火
）〜
８
月
31
日（
月
）�

■
留
意
事
項�

　
○
申
し
込
み
法
人
を
対
象
に
受
付
期
間
終

　
　
了
後
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
○
事
業
者
の
選
定
の
み
、
対
馬
市
で
行
い

　
　
ま
す
。�

　
○
指
定
は
、
県
が
行
い
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
３
８
０
番
地�

　
対
馬
市
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）１
１
１
８
（
直
通
）�

����

■
勤
務
地
　
対
馬
市
斎
場
「
浄
華
苑
」�

　
　
　
　
　
対
馬
市
上
県
町
佐
須
奈
地
内�

■
勤
務
内
容
　
火
葬
及
び
施
設
管
理�

■
募
集
資
格
　
対
馬
市
に
住
所
を
有
し
、
通

　
　
　
　
　
　
勤
可
能
で
健
康
な
者�

■
募
集
人
員
　
１
名�

■
委
託
期
間
　
平
成
21
年
10
月
１
日（
木
）�

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）�

■
委
託
料
　
月
額
　
15
万
円�

　
火
葬
手
当
　
１
体
に
つ
き
１
万
円�

■
受
付
期
限�

　
８
月
10
日（
月
）
午
後
５
時
必
着�

■
申
込
方
法�

　
市
販
の
履
歴
書
１
通
を
左
記
問
い
合
わ
せ

　
先
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効�

■
選
考
方
法�

　
書
類
審
査
の
う
え
、
面
接
に
よ
り
決
定�

■
書
類
選
考
日
　
８
月
12
日（
水
）�

　
※
面
接
の
日
程
は
書
類
選
考
合
格
者
に
個

　
　
別
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
〒
８
１
７
‐
１
６
９
２�

　
対
馬
市
上
県
町
佐
須
奈
甲
５
６
７
番
地
３�

　
対
馬
市
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

　
住
民
生
活
課�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
３
１
２�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
９
）�

����

　
世
界
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
、
対
馬
市
で
で
き
る
対
策
を
行

う
た
め
に
、
対
馬
市
温
暖
化
対
策
協
議
会
に

参
加
し
て
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

積
極
的
に
温
暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
む
意

欲
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。�

■
役
割�

　
○
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
行
動
計
画
の
作
成�

　
○
温
暖
化
防
止
対
策
イ
ベ
ン
ト
の
企
画�

　
○
地
域
の
方
へ
の
温
暖
化
防
止
の
呼
び
か
け�

　
○
会
議
や
研
修
会
へ
の
参
加�

■
任
期�

　
平
成
21
年
９
月
〜
平
成
23
年
８
月
31
日（
水
）�

■
応
募
期
間
　
７
月
15
日（
水
）〜
８
月
14
日（
金
）�

　
※
応
募
の
際
は
８
０
０
字
程
度
の
ご
意
見

　
　
を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
市
民
生
活
部
　
環
境
衛
生
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

����

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
高
等
学
校
等
進
学

希
望
者
が
安
心
し
て
勉
学
に
専
念
で
き
る
よ

う
、
進
学
を
条
件
に
採
用
を
内
定
す
る
「
予

約
奨
学
生
（
高
等
学
校
等
）
」
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

■
募
集
期
間�

　
７
月
７
日（
火
）〜
９
月
16
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
育
英
会
必
着�

■
貸
与
月
額�

　
国
・
公
立
高
等
学
校
等�

　
　
　
　
　
　
自
　
宅
　
１
万
８
千
円�

　
　
　
　
　
　
自
宅
外
　
２
万
３
千
円�

　
私
立
高
等
学
校
等�

　
　
　
　
　
　
自
　
宅
　
　
　
３
万
円�

　
　
　
　
　
　
自
宅
外
　
３
万
５
千
円�

■
出
願
申
込
先�

　
在
学
す
る
中
学
校
に
申
し
込
ん
で
く
だ�

　
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
財
団
法
人
長
崎
県
育
英
会�

　
☎
０
９
５（
８
２
４
）７
５
０
１�

対
馬
市
斎
場（
浄
華
苑
）�

　
　
　
　
　
委
託
職
員
募
集�

対
馬
市
温
暖
化
対
策�

　
　
　
　
協
議
会
員
の
募
集�

長
崎
県
育
英
会
高
校
等�

　
　
　
　
予
約
奨
学
生
募
集�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集�



　
上
県
町
志
多
留
は
古
い
石
塀

が
良
く
残
る
長
崎
県
の
景
観
資

産
に
も
登
録
さ
れ
た
美
し
い
集

落
で
す
。
こ
の
志
多
留
の
西
に

山
か
ら
の
び
る
小
高
い
丘
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
を
麓
か
ら
し
ば

ら
く
歩
く
と
板
状
の
石
を
長
方

形
に
組
ん
だ
石
棺
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。
こ
れ
が
対
馬
の
古
墳

時
代
で
も
古
い
時
期
に
作
ら
れ

た
と
言
わ
れ
る
「
大
将
軍
山
古

墳
」
で
す
。
1
9
5
0
年
（
昭

和
25
）
、
地
元
の
古
谷
川
の
近

く
に
住
む
野
田
安
治
さ
ん
の
尽

力
の
も
と
、
東
京
大
学
の
駒
井

和
愛
教
授
を
中
心
と
す
る
調
査

団
が
発
掘
調
査
を
し
ま
し
た
。

古
墳
は
志
多
留
の
入
り
江
を
見

下
ろ
す
標
高
25
ｍ
の
斜
面
中
腹

に
あ
っ
て
、
長
さ
1.7
ｍ
、
幅
50

㎝
、
深
さ
60
㎝
の
石
棺
が
露
出

し
て
い
ま
す
。
調
査
当
時
、
既

に
蓋
石
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
埋
葬
さ
れ
て
い
た
人
物
に

添
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
鏡
や

鉄
の
鏃
、
管
玉
や
切
子
玉
、
ガ

ラ
ス
製
の
小
玉
な
ど
が
多
数
見

つ
か
り
、
と
て
も
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
縄

文
時
代
の
志
多
留
貝
塚
も
同
時

に
調
査
さ
れ
、
日
本
の
考
古
学

上
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
京
都
大
学
の

梅
原
末
治
教
授
を
団
長
と
す
る

東
亜
考
古
学
会
が
貝
塚
や
千
人

塚
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
野
田
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
志
多
留
の
皆
さ

ん
の
協
力
と
援
助
に
よ
っ
て
成

し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
郷
土
の

歴
史
と
文
化
に
対
す
る
誇
り
と

情
熱
が
学
史
に
残
る
成
果
を
産

ん
だ
の
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介

文
化
財
の
紹
介�

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

大
将
軍
山
古
墳�

2009. 7 22

７月に入った本の紹介！�７月に入った本の紹介！� つしま図書館　☎0920（52）3900

7月１8日（土）午後2時から３時まで�
夏休み前に対馬南署から防犯教室、�
他読み聞かせ、マジックなど盛りだくさん�
�

みなさん、この夏休みに感想文を書いて�
みてはいかがですか？�

『眩暈（めまい）』�
東　直己／著�

『1Ｑ84（4月～6月）・（7月～9月）』�
村上　春樹／著�

かつて殺人を犯した少
年がこの街に。連続殺
人を発端に広がる闇。
噂と_で塗りかためら
れた真相とは－。書き
下ろし長篇ハードボイ
ルド。私立探偵・畝原
シリーズ。

「こうであったかもしれ
ない」過去が、その暗い
鏡に浮かび上がらせるの
は、「そうではなかった
かもしれない」現在の姿
だ－。待望の書き下ろし
長編小説。

『オートキャンプ入門』�
主婦の友社編／著�

だれでもすぐに始められ
るオートキャンプ入門。
クルマ選び、サイトレイ
アウト、キャンプ場選び、
キャンプ用具大全、便利
グッズなどを、写真やイ
ラストを交えて紹介。オ
ートキャンプ情報を集め
るためのＷＥＢ活用術も
掲載。

７月の図書館カレンダー�

■の日は、図書館がお休みです。�

月�日� 火� 水� 木� 金� 土�

3�

10�

17�

24�

31

4�

11�

18�

25�

　�

5�

12�

19�

26�

�

6�

13�

20�

27

�

7�

14�

21�

28

1�

8�

15�

22�

29

2�

9�

16�

23�

30

『夢はトリノをかけめぐる』�

2006年2月18日。直木賞
受賞パーティで朝まで騒
いだ受賞作家は、一睡も
できずに車に乗せられ、
成田空港へ。横には、な
ぜか人間に化けた愛猫が。
驚きと感動と疲労（？）に
みちた、トリノ・オリンピ
ック観戦旅行が始まる！

東野　圭吾／著�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

だ 

い   

し
ょ
う   

ぐ 

ん     

や 

ま       
こ     

ふ 

ん�

だ
い
し
ょ
う
ぐ
ん

や
ま

こ

ふ
ん

の

だ

や
す

は
る

ふ
る

や

が
わ

ふ
も
と

せ
っ

か
ん

し

た

る

こ
ま

い

か
ず

ち
か

ふ
た

い
し

や
じ
り

く
だ

た
ま

こ

だ
ま

き
り

じ
ょ
う

も
ん

じ

だ
い

か
い

づ
か

こ
う

こ

が
く

う
め

は
ら

す
え

じ

と
う

あ

こ
う

こ

が
く

か
い

え
ん

じ
ょ

が
く

し

こ

だ
ま

※夏休み読書感想文課題図書を用意しました�

※図書館のおはなし会�

7月の図書館ニュース

せ
ん

に
ん

づ
か

大将軍山古墳� 古墳入口� 古墳遠景�



23 広報つしま

スジンの�

日本語�

英 語�

国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　ン　　　 ス ジ ンス ジ ン �

（観光物産推進本部）�
国際交流員�成　修眞�

ソ ン　　　 ス ジ ン �

（観光物産推進本部）�

　本格的な旅行シーズンの到来で、これからたくさんの韓国人の観光客が

対馬を訪れるようになると思いますが、韓国人の観光客には、是非対馬の

自然を楽しみ、対馬の方々の情の深さを感じていただきたいものです。今

月も先月に引き続き、日韓の文化や習慣の違いをまとめた冊子、「アンニ

ョン！対馬」の内容をみなさんにご紹介をしたいと思います。今月は酒を

飲む文化についてです。是非参考にしてくださいね～！(^_^)

「え？今の動きは何？」�

　私には日本での初めての飲み会！大阪で留学をした時

の歓迎会のことでした。�

　先生もいたので、横を向いて口元を手で隠して酒を飲

んだら、友達がびっくりして私に聞きました。韓国ドラ

マの場面でもたくさん出てくるので、もうおわかりの方

がいらっしゃるかもしれませんが、韓国では、酒を飲む

時、目上の人がいたら、横を向いて飲み、また両手で酒

をついだりします。たばこも目上の人の前では、絶対吸

いません。目上の人を敬う儒教の精神が飲み会でも活か

されているのです。�

　礼儀正しさの傍ら、実はとても賑やかに飲むのが韓国

式スタイルです。何回も乾杯をし（少し面倒くさいとい

う日本人も）、ゲームをしながらお互いに飲ませたり、

爆弾酒（ビールや焼酎を混ぜたもの）などをしながら大

いに盛り上がるので、静かに飲む日本人にはちょっとう

るさく聞こえるかもしれません。(^_^)�

　話は戻りますが、大阪での飲み会の時、座敷で私があ

ぐらをかいて座っていたのですが、「女の子の中ではス

ジンだけあぐらをかいて座っているよ」と言われました。

その時は皆さんさぞびっくりしたでしょうね～！あぐら

をかくのはチマチョゴリを着た時代からの習慣で、今で

もその名残が残っていてズボンをはいた時は女性でもあ

ぐらをかいて座るのが普通です。むしろ正座は怒られた

りする時の座り方なので、普段あんまりする機会がなく、

正座が苦手な人が多いです。�

　私も１０分が限界で…(^_^;)習慣の違いなので、あん

まりびっくりしないでくださいね。�

　旅行の醍醐味はその地域のおいしい食べ物や、その地

域の人々との交流。�

　ただ、韓国からの観光客はツアーが多く、団体で行動

するため、対馬の地元の人と触れあう機会が少ないよう

です。地元の方と交流を持ちたいと思う韓国人の皆さん。

そして習った韓国語を是非使ってみたいと思う日本人の

皆さん。厳原町川端通りの「酒処どげぇ」に行ってみま

しょう。対馬の名物と韓国のインターネットでも徐々に

その名が知られているこの店。昔風の居酒屋に、ライブ

施設まで完備されています。週末は、韓国語歴１０年の

専属歌手が「ムゾコン」「オモナ」等の韓国の人気歌謡

曲も歌ってくれますよ。(^_^)またほとんどの曲の伴奏

ができる主人がいますので、自分で歌いたい方は遠慮な

く申し出ましょう。�

　日本語と韓国語が飛び交う中で、地元の方と韓国人観

光客が一緒に歌い、一緒に飲み、チングになれる場所で

す。最後はチョンマゲ等をかぶって記念撮影もしながら、

かけがえのない思い出を残しましょうね。�

韓国語�

こ
う
い
う
風
に
一
緒
に
楽
し
く�

歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
〜
！�

月曜日�火曜日�水曜日�木曜日�金曜日�土曜日�日曜日�

ウォルヨイル� ファヨイル� スヨイル� モギョイル� クムヨイル� トヨイル� イリョイル�

マンデイ� チューズデイ�ウェンズデイ� サーズデイ� フライデイ� サタデイ� サンデイ�

Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday Sunday

今日は何曜日
かなぁ!?
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市長の動き�市長の動き�
〈６月〉

全国市長会分科会　　　（東京）�
�
壱岐対馬航路対策協議会（壱岐）�
�
対馬空港ターミナルビル（株）総会�
�
第４回臨時会�
�
長崎県知事来島視察随行�
�
かたらんね市長室�
�
町づくり地域アドバイザーとの�
協議　　　　　　　　　（福岡）�
�
99歳到達者褒状贈呈・対馬流域�
森林・林業活性化センター総会�
�
鈴木靖将画伯の寄贈絵画除幕式�
�
長崎県漁港協会定期大会・県庁�
各部訪問　　　　　　　（長崎）�
�
対馬市航路対策協議会�
�
対馬防衛協会総会�
�
第２回定例会�
�
福岡食フェア打合せ　　（福岡）�
�
第２回定例会�
�
�

１～２日

３日

４日

９～10日

11日

12日

13～14日

15日

�

16日

17～18日

19日

�

20日

�

25～26日

�

27日

�

29～30日

※太字は島外出張

HDLコレステロール�

傷を速く痛くなく治す方法�

子どもの熱中症�

声のかすれ�

お口のがん�

新しい妊婦検診�

８ 月 の テ ー マ �

24時間電話で健康をお届けします�

TEL 095（826）5511

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�診療時間は９時～12時です。�
（※急患の方のみ）�

★８/２（日）�
畑 島 医 院（ 知）　畑島　陽�
★８/９（日）�
三 根 診 療 所（三根）　塩見秀明�
★８/16（日）�
佐 賀 診 療 所（佐賀）　武林幸子�
★８/23（日）�
吉田内科医院（厳原）　吉田茂幸�
★８/30（日）�
かも整形外科医院（厳原）　賀茂和典�

日曜・休日救急医療�

安全運転で、事故のない対馬を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成21年中）� ６月30日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

15�
‐7�
0�

‐3�
20�
‐3

3�
‐4�
0�

‐2�
4�

‐9

18�
‐11�
0�

‐5�
24�

‐12

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

　
豊
　
　
武
末
美
喜
子
　
92
歳

　
豊
　
　
武
末
　
茂
實
　
75
歳

西
　
泊
　
梅
野
　
　
惇
　
76
歳

西
　
泊
　
犬
束
　
剛
三
　
73
歳

舟
　
志
　
永
野
　
稔
雄
　
85
歳

一
　
重
　
白
石
キ
ヨ
コ
　
80
歳

本
元
町
　
廣
田
　
元
達
　
85
歳

上
　
町
　
小
宮
　
　
與
　
82
歳

越
　
高
　
本
多
　
立
代
　
79
歳

狩
　
尾
　
扇
　
　
　
優
　
82
歳

賀
　
佐
　
多
田
　
寅
雄
　
68
歳

　
櫛
　
　
小
島
　
和
實
　
79
歳

仁
　
位
　
松
井
　
賢
二
　
50
歳

仁
　
位
　
上
野
　
　
千
　
81
歳

鑓
　
川
　
杉
原
　
康
太
　
21
歳

　
廻
　
　
阿
比
留
富
枝
　
88
歳

上
の
町
第
２

　
佐
伯
ノ
リ
エ
　
77
歳

大
　
浜
　
草
葉
　
　
敏
　
84
歳

大
　
浜
　
神
宮
　
立
子
　
92
歳

根
　
緒
　
阿
比
留
清
運
　
60
歳

洲
　
藻
　
平
松
　
久
夫
　
73
歳

今
　
里
　
阿
比
留
文
子
　
89
歳

中
　
浜
　
前
原
　
石
子
　
46
歳

緒
　
方
　
田
口
　
一
郎
　
77
歳

細
浦
飛
渡
　
森
山
　
マ
ン
　
95
歳

南
　
室
　
横
松
　

枝
　
75
歳

阿
　
須
　
根
メ
　
里
美
　
56
歳

中
　
村
　
平
江
　
達
義
　
57
歳

久
田
道
　
木
屋
　
昭
馬
　
78
歳

久
　
田
　
川
崎
　
梅
吉
　
84
歳

尾
　
浦
　
小
畑
　
曉
美
　
52
歳

安
　
神
　
平
間
　
弘
一
　
74
歳

内
　
院
　
江
口
　
正
義
　
69
歳

豆
　
酘
　
本
石
　
佐
一
　
86
歳

豆
　
酘
　
中
村
　
祐
幸
　
57
歳

（
敬
称
略
）�

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
受
付
分
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　美津島支所】�
☎５４‐２４２９�

５日（水）�

■８月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

法テラス対馬�

法テラス対馬�

26日（水）�

【社協　上 県 支 所】�
☎８４‐２１６８�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

対馬市総合福祉保健センター�

上県町地域福祉センター�

社会福祉協議会からのお知らせ�

厳原町にある今屋敷児童公園のトイレがリニューアルしました�

　厳原郵便局裏にある今屋敷児童公園のトイレが新しくなり、７月１日から利用できるよう�
になりました。男女共用だったトイレも別々になり、多目的（身障者用）トイレも新設され�
利用しやすくなりました。また、トイレ前には幼児用の遊具も新設されましたので、街中の�
憩いの場として御活用下さい。�



25 広報つしま

TEL 0920‐52‐1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�
◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する�
　事がありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

TEL 0920‐54‐2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますので、お問い合わせください。�
※３．予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病予防検診も行っています。�

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

皮　　膚　　科�

★糖尿病外来�

思 春 期 外 来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎県精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

第２（火）�

第４（水）�

毎週（水）�
午後�

第２（金）�

第1・2・3�
（水）�

第1・3（水）�

毎週（水）�

第３（土）�

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

11

26

５・19・26
※12日は休診�

14

５・12・19

５・19

５・12・19・26

15

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間� 診 療 時 間 �

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受 付 時 間 �

8：30～11：00

8：30～11：00（紹介状制）�

8：30～11：00

9：00～�

8：30～11：00

8：30～11：00

毎週（火）�

毎週（水）�

第３（金）�

毎週（月・木）�

第３（火）�

第１（火）�

第１（木・金）�

予約にて受付けています�

４・５・11・12・18・19�

25・26

18

４�

３・６・10・13・17・20�

24・27・31

21

６・７�
＊木曜日は予約のみ�

耳 鼻 咽 喉 科�

眼　　　　　科�

☆ 神 経 内 科�

補 聴 器 外 来�

内　　視　　鏡�

泌　尿　器　科�

（対馬いづはら病院）�

（市立大村市民病院）�

（対馬いづはら病院）�

（長 崎 大 学 病 院）�

（福 岡 大 学 病 院）�

※診療日は変更になる場合がありますので、事前にお問い合わせください。�

※診療日は変更になる場合がありますので、事前にお問い合わせください。�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。�
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Ｐ
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Ｐ
Ｏ
Ｔ�

つ
し
ま

※写真・原稿の提出期限は、お誕生月の前月27日までとなっています。先着順です�
　ので、お早めにご応募ください。（例：８月生まれの場合７月27日締め切り）�

７がつ�生まれ�

「
広
報
つ
し
ま
」
の
表
紙
の
写
真
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
・
そ
の
他
取
材
依
頼�

等
募
集
し
て
い
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
　
【
広
報
業
務
受
託
業
者
】
合
資
会
社

厳
原
印
刷
所�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
８
１
７
‐
０
０
１
２
　
対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
６
６
５
　
（
広
報
担
当
ま
で
）�
募集

美
津
島
町
在
住
　
関
　
俊

幸
さ
ん
撮
影�

今
月
の
表
紙
…�

��

　
５
月
、
対
馬
市

内
で
、
生
き
た
化

石
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
珍
し
い
昆
虫

「
ガ
ロ
ア
ム
シ
」が

発
見
さ
れ
ま
し
た

（
残
念
な
が
ら
、発

見
さ
れ
た
と
き
に

は
、
す
で
に
死
ん

だ
状
態
で
し
た
）。
�

　
ガ
ロ
ア
ム
シ
と
は
、
１
９
１
５（
大
正
４
）

年
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
勤
務
し
て
い

た
ガ
ロ
ア
外
交
官
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
昆

虫
で
す
。
ガ
ロ
ア
ム
シ
と
い
う
名
前
も
、
発

見
者
の
ガ
ロ
ア
外
交
官
に
ち
な
ん
で
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
�

　
ガ
ロ
ア
ム
シ
は
極
め
て
原
始
的
な
昆
虫
で
、

卵
の
状
態
で
約
半
年
か
ら
３
年
、
孵
化
し
た

幼
虫
も
成
虫
に
な
る
ま
で
３
年
か
ら
５
年
か

か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
指
標

生
物
に
さ
れ
る
ほ
ど
環
境
の
変
化
に
敏
感
で
、

高
地
や
山
深
い
天
然
林
、
洞
窟
な
ど
、
自
然

豊
か
な
所
、
人
里
か
ら
離
れ
た
場
所
に
生
息

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
回

ガ
ロ
ア
ム
シ
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
工
房
の

倉
庫
内
で
し
た
。
屋
内
で
の
発
見
は
異
例
な

こ
と
で
、
今
回
の
発
見
は
、
対
馬
の
自
然
の

豊
か
さ
を
、
改
め
て
証
明
す
る
も
の
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

　
も
し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん
の
近
く
に
も
珍

し
い
虫
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
と

は
、
少
し
違
う
目
線
で
虫
を
見
て
み
る
の
も

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
�

高原真那ちゃんちゃん�高原真那ちゃん�
ま　なま　な�ま　な�

7/15 生まれ（4才）�
上県町�

7/15 生まれ（4才）�
上県町�

吉木彩夏ちゃんちゃん�吉木彩夏ちゃん�
あやあや  な�あや  な�

7/24 生まれ（4才）�
美津島町�

7/24 生まれ（4才）�
美津島町�

田端夏妃ちゃんちゃん�田端夏妃ちゃん�
なつなつ  き�なつ  き�

7/14 生まれ（1才）�
上対馬町�

7/14 生まれ（1才）�
上対馬町�

初村優果ちゃんちゃん�初村優果ちゃん�
ゆ　かゆ　か�ゆ　か�

7/26 生まれ（7才）�
厳原町厳原町�
7/26 生まれ（7才）�
厳原町� 島屋颯太くんくん�島屋颯太くん�

そうそう  た�そう  た�

7/14 生まれ（2才）�
峰町�
7/14 生まれ（2才）�
峰町�

本嶋理奈ちゃんちゃん�本嶋理奈ちゃん�
り　なり　な�り　な�

7/1 生まれ（5才）�
美津島町�
7/1 生まれ（5才）�
美津島町�

津田浩汰くんくん�津田浩汰くん�
7/23 生まれ（6才）�

厳原町�
7/23 生まれ（6才）�

厳原町�

こうこう  た�こう  た�

対
馬
市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部�

E
-m
ail asigh

tseein
g@
city

‐tsu
sh
im
a.jp

原田玲南ちゃんちゃん�原田玲南ちゃん�
り　なり　な�れ　な�

7/13 生まれ（10才）�
厳原町�
7/13 生まれ（10才）�
厳原町�

中原夕月ちゃんちゃん�中原夕月ちゃん�
ゆ  づきづき�ゆ  づき�

7/2 生まれ（10才）�
峰町�
7/2 生まれ（10才）�
峰町�


